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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ヨシダ　タモツ） （ワカバヤシ　ヒロフミ）

吉田　　保 若林　浩文

（平成15年4月） （平成23年10月）

（シモニシ　ヤスツグ） （ミワ　マサナオ）

下西　康嗣 三輪　正直

（平成15年4月） （平成23年4月）

（ミワ　マサナオ） （イケムラ　トシミチ）

三輪　正直 池村　淑道

（平成19年4月） （平成23年4月）

（ヤマモト　アキツグ）

山本　章嗣

（平成21年4月）

（サイトウ　オサム）

齊藤　修

（平成23年4月）

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２１年度に報告済の内容　→（21）

　　　　　　平成２４年度に報告する内容　→（24）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　　〒５２６－０８２９

（３） 大学の位置

　　　　滋賀県長浜市田村町１２６６番地

　　　　長　　浜　　バ　　イ　　オ　　大　　学

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　関　西　文　理　総　合　学　園

（２） 大　学　名

学　　長

職　　名

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長
前理事長辞任のため
（24）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

届出申請後に就任
（21）

（４） 管理運営組織

学 部 長

前学長任期満了による退
任のため（23）

前学部長任期満了による
退任のため（23）

学科長等

前学科長任期満了による
退任のため（23）
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　　　に報告書を作成してください。

バイオサイエンス学部
アニマルバイオサイエンス学科

　　学士（バイオサイエンス）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

50人 －人 50人 －人 50人 －人 50人 －人

(　－　) (　－　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

356 － 423 － 553 － 692 －

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

[ － ] [ － ] [ 4 ] [ － ] [ 8 ] [ － ] [ 4 ] [ － ]

351 － 421 － 547 － 680 －

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

[ － ] [ － ] [ 3 ] [ － ] [ 8 ] [ － ] [ 4 ] [ － ]

193 － 199 － 261 － 265 －

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

[ － ] [ － ] [ 3 ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 4 ] [ － ]

58 － 59 － 70 － 59 －

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

[ － ] [ － ] [ 1 ] [ － ] [ 5 ] [ － ] [ 3 ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　ください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

1.18

Ａ　 入学定員

1.23倍

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

(　－　)

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

平成２２年度
平均入学定員

超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

1.16 1.181.40

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

志願者数

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字で記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

[ 　－　 ]

受験者数

200－4
人

50

備　　　　　考
編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

人年次

修業年限

平成２４年度

(　－　)

　　　　　　　

備　　考
平成２３年度

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２１年度開設の４年制の学科の場合（平成２４年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位） 収容定員

人年

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　記載してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

Ｂ　 入学者数

合格者数

[ 　－　 ]

平成２１年度

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　－　] [　－　] [  1 ] [　－　] [　5 ] [　－　] [　3 ] [　－　]

58 － 59 － 70 － 61 －

[　－　] [　－　] [　1 ] [　－　] [　5 ] [　－　]

58 － 58 － 67 －

[　－　] [　－　] [　1 ] [　－　]

58 － 60 －

[　－　] [　－　]

56 －

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

58

平成２４年度平成２３年度

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

[ 　9　 ][　　6　 ][　　1 　][　　－ 　]

３年次

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

備　　　　　考

186

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

計

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２２年度

244

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２１年度

１年次

４年次

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字で記入してください。

117

２年次
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２１年度 人 人

平成２２年度 人 人

平成２３年度 人 人

平成２４年度 人 人

平成２２年度 1 人 0 人 就職

平成２３年度 人 人

平成２４年度 人 人

平成２３年度 1 人 0 人 就学意欲の低下

平成２４年度 人 人

59 人 0 人 平成２４年度 人 人 0 ％

246 人 2 人 0.8 ％

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成２１年度
入学者

58 人 0 人 0 ％

平成２２年度
入学者

59 人 1 人 1.7 ％

人 1.4 ％

平成２４年度
入学者

平成２３年度
入学者

70 人 1

合　　計

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２４年度５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。
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哲学

法学（日本国憲法)

歴史学

日本文化論

心理学

情報社会

科学技術史

日本の歴史と文化 通常開講（24）

履修希望者がいなかったため（23）

留学生科目

文学

経済学

現代の政治と社会

健康保健学

英語Ⅰ

英語Ⅱ

科学英語Ⅰ

科学英語Ⅱ

英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

日本語Ⅰ より内容に即した名称に変更。（23）

日本語会話Ⅰ 留学生科目

日本語Ⅱ より内容に即した名称に変更。（23）

日本語会話Ⅱ 留学生科目

英語Ⅲ

英語Ⅳ

文章表現

プレゼンテーション技法

数学Ⅰ（数学基礎）

数学Ⅱ（解析学）

数学Ⅲ（線形代数学）

基礎統計学

基礎物理学Ⅰ（力学）

基礎物理学Ⅱ（電磁気学）

化学Ⅰ（有機化学）

基礎生物学

基礎化学演習

自然科学基礎実験

ライフデザイン

教育内容の充実を図る目的によ
り，教員を追加。（23）

担当　永井信夫（教授）

キャリア開発Ⅰ

キャリア開発Ⅱ
長浜バイオ大学魅力発見発信プロジェクト

長浜まちづくり魅力発見発信プロジェクト

論理的思考力開発Ⅰ

論理的思考力開発Ⅱ

論理的思考力開発

知的財産管理入門

簿記入門

インターンシップ実習

１後 1

３後

2

１後 1

２後 1

１前

（キャリア科目全般）キャリア教育
充実を図る目的により，科目を追加
し、必修化を進めた。（23）

教育内容の充実を図るため、科目を
追加。（24）

１後

２後

2

１後 系統履修の見直しによる変更。
（24）

２集中

２集中

２集中

2

３後

（１） 授業科目表

＜バイオサイエンス学部　アニマルバイオサイエンス学科＞

２　授業科目の概要

一
　
般
　
教
　
育
　
科
　
目

健
康
科
目

１前

科目
区分

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数

2

人
文
・
社
会
科
目

１前

１前

２前

２後

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専任教員等の配置

１後 　 2 　 　 　 　 　 　

１前 　 　

　 　

１前 2 　 　

１後 2 　 　

１前 2 　 　

2 　 　

２前 2 　 　

2 　 　

３前 2 　 　

2

外
国
語
科
目

１前 1

２後 1

２前 1

1

１後 1

２前 1

２後 1

３前 1

1
ス

キ

ル

科

目

１前 1

１後 1

情
報
科
目

コンピュータ実習（情報科学演習）Ⅰ １前 2
コンピュータ実習（情報科学演習）Ⅱ １後 2

自
然
科
学
科
目

１前 2

2

１後

１前

2

１後 2

１前

２後 2

１前 2

１前 1

１前 2 1 1 1

キ
ャ

リ
ア
科
目

１前 本科目を初年次教育として位置
付け，その充実を図る理由によ
り，配当学期を変更。（21）

１後 2 2 1

２前 キャリア教育充実を図る目的に
より，配当学期を変更。（22）２後 2 2

３前 2 2

1

2

1

未開講

１後

１前

系統履修の見直しによる変
更。（23）

系統履修の見直しによる変
更。（23）

１後 系統履修の見直しによる変
更。（23）１前

系統履修の見直しによる変更。
（24）

系統履修の見直しによる変更。
（24）

２前

２集中 1 教育内容の充実を図るため、科目を
追加。（24）

カリキュラム見直しのため、
科目の整理。（24）

2

2

２集中 2

7



化学Ⅱ（物理化学）

化学Ⅲ（無機・分析化学）

生化学Ⅰ（生体成分化学）

細胞生物学Ⅰ

基礎微生物学

動物学概論

動物管理学 教育内容の充実を図る目的により，
教員を追加。
一部教員変更。（24）

担当　齊藤修（教授）
　　　河内浩行（准教授）
　　　中村肇伸（講師）
一部担当教員変更
三輪正直（教授）→野村慎太郎（教
授）

担当　永井信夫（教授）

遺伝子科学基礎実験

分子科学基礎実験

動物科学基礎実験 教育内容の充実を図る目的により，
教員を追加。
一部教員変更。（24）

担当　齊藤修（教授）
一部担当教員変更
三輪正直（教授）→山本章嗣（教
授）

1
担当　永井信夫（教授）

安全学

タンパク質科学

細胞生物学Ⅱ

組織学

機器分析概論

ゲノム解析学

酵素科学

動物遺伝子科学

遺伝子工学

環境影響評価論

生体高分子解析学

生命倫理

生化学Ⅱ（代謝生化学）

環境生態学

動物生理学

動物生殖学

生命情報科学応用実習Ⅰ

生命情報科学応用実習Ⅱ

遺伝子科学応用実験Ⅰ

遺伝子科学応用実験Ⅱ

分子科学応用実験Ⅰ
教育内容の充実を図る目的により，
教員を追加。（24）

 担当　中村肇伸（講師）

分子科学応用実験Ⅱ

細胞科学応用実験Ⅰ

細胞科学応用実験Ⅱ

動物科学応用実験Ⅰ
教育内容の充実を図る目的により，
教員を追加。（24）

 担当　山本章嗣（教授）

動物科学応用実験Ⅱ

進化生物学

生体分子応答学

ゲノム創薬科学

バイオマテリアル産業論

食品機能科学

応用微生物学

病態生化学

生物生産学概論

発生生物学

動物発生学

動物病理学

感染生物学

担当　野村慎太郎（教授）
　　　中村肇伸（講師）

糖質生物学

動物栄養学

発生工学

薬理学

動物系統分類学

医学生物学

2

１後 2

１後 1

３後 2

2

3 1

　

　 　

2

2 1

備　　　　考
助　教 助　手

１前 系統履修の見直しによる変
更。（23）

1

1

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師

2

１後 1 　

　 　

　 　 　 　

科目
区分

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

１後 　 2

１前 　

１後 2 　

　 　

１後 　 2 　 　 　 　 　 　

１後 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　

１後 2 　 　 1 　 1 　 　

　 　 　
2
1 　 　 　

　 　 　 1 　 　

１後 1 　 　 1 　 　 　

細胞科学基礎実験 １後 1 　 　 1 　 　 　 　

　 　 1 　 　 　

専
門
プ
ロ
グ
レ
ス
科
目

２前 　 2

２前 　 2

２後 　 2

　 　

２後 　 2 　

２前 2

　

　 　 　 　

　 　 　

　

　 　

２前 2 　 　 　

　 　

　

　 1 　 　 　

　 　

　

２前 　 2 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

２前 2 　 1 　 　 　 　

２後 　 2 　 　 　 　 　 　

２後 　 2 　 　 　 　 　 　

２後 　 2 　 　 　 　 　 　

２後 2 　 　 1 　 　 　 　

２後 2 　 　 　 　 　 　 　

２前 　 2 　 　 　 　 　 　

２前 2 　 　 1 　 　 　 　

２後 　 2 　 1 　 　 　 　

食品安全評価学 ２後 　 2 　 　 1 　 　 　

神経科学 ２後 　 2 　 1 　 　 　 　

２前 2 　 　 　 　 　 　 　

２後 2 　 　 　 　 　 　 　

２前 1 　 　 1 　 　 　 　

　

２後 1 　 　 1 　

　 　 　 　 　

２後 1 　 　 1 　 　 　 　

２前 1 　 　 　 　 　 　 　

２後 1 　 　 　 　 　 　 　

　 　 1 　 　 　 1

２後 1 　 　 2 　 　 　 1

専
門
ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

３前 　 2 　 　

３前 　 2 　

　 　 　 　

３前 　 2 　 　 　 　 　 　

３前 　 2 　 　 　 　 　 　

３後 　 2 　 　 　 　 　 　

３後 　 2 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

３前 　 2 　 1 　 　 　 　

３前 　 2 　 　 　 　 　 　

３前 　 2 　 　 　 1 　 　

３前 　 2 　 1 　 　 　 　

３後 　 2 　

　 　 　

1 　 　 　

３後 　 2 　 　 　 　 　 　

３前 2 　 　 　 1 　　

　 1 　

　

３後 　 2 　 　 　

1 　 　

　 　

　 　

1

　 　 　

　

３後 　 2 　 　 　

　 　 　３前 　

　 1 　

専
門
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ

ル
科
目

教育内容の充実を図る目的によ
り，教員を追加。（23）

教育内容の充実を図る目的によ
り，教員を追加。（23）

　

　

3

２前

　 　 　

３後 　 2

２前 1 　 　 1

教育内容の充実を図る目的によ
り，教員を追加。（23）

1

2
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遺伝子科学専門実験

動物科学専門実験Ⅰ

動物科学専門実験Ⅱ 一部担当者変更。（24）
三輪正直（教授）→齊藤修（教授）

動物科学専門実験Ⅲ

動物科学専門実験Ⅳ
一部担当者変更。（24）
三輪正直（教授）→中村肇伸（講
師）

動物科学演習
教育内容の統一化を図る目的によ
り、単独担当に変更。

　担当　齊藤修（教授）

動物行動管理学実習

担当　山本章嗣（教授）
　　　野村慎太郎（教授）
　　　永井信夫(教授）
　　　中村肇伸（講師）

野外調査実習

環境保全学

生理活性物質概論

文献調査･講読

卒業研究

特殊講義（単位互換） 他大学等における単位互換科目

1

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

4 1

３前

科目

110 63

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

科目

[　5　]

科目 科目

変　　更　　状　　況

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記載してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

48

備　　　　　　　　考

３集 　

4

[　2　]

50

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

　　　　で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

（２） 授業科目数

1

[ △3 ]

科目

114

[　4　]

58

計

認　可　時　の　計　画

計

　　　　修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

必　修

科目科目科目

必　修 選　択 自　由 自　由選　択

科目
区分

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

専
門
ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

３前 1

３前 1

専
門
総
合
科
目

４通

　

　

　

　

　

1

1 　 　 　 　

３前 1 　 　 1 　 　 　 　

３後 4 　 　 3 1 2 　

３前 1 　 　 1 　 1 　 　

　 　

　 1 　 　

1 　 1

　 　

　

　 　

　 　 　

　 　 　 　

３集 　 1 　

４前 　

　

公衆衛生学 ４前 　 2 　

４通 2 　 　 5 1 2 　 　

8 　 　 5 1 2 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

特
定
教
育
科
目

１後 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　

　 　

　 　 　 　

　 　

　

　 　 　 　 　 　 　
　　 　 　 　　 　

　

　 1 　 　

　

　

教育内容の充実を図る目的によ
り，教員を追加。（23）

系統履修の見直しによる変
更。（23）

　

　

　

　

　

　 　

４前 　 2

2

　

　 　

2

３前 1

　

9



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・届出時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　科目があった場合は，（１）「授業科目表」にその状況を反映させてください。）

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

（４） 廃止科目

届出時の計画の授業科目数の計

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。（ただし，未開講

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

該当なし

　　　　知方法」を記入してください。

＝

　　　　

未開講科目と廃止科目の計

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0.00

10



備考

届出時に数値を記載

する必要がなかった

ため、昨年度報告時

からの増加分を記載

(24)

学校法人関西文理学
園の解散（H23.8.4）
により残余財産（学
校施設）の寄附受入
（H23.11.28）により
校地等増（24）

同上により
校舎増（24）

30室

（　　　　8室）

67室

（　　　　57室）

同上により
校舎増（24）（補助職員　1　人）（補助職員　1　人）

0㎡

標　　本
図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル
機械・器具

604.53㎡

完成年度

500千円

148

開設年度

50,000

　　　　いる場合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

(７) 体　　育　　館

(６) 図　　書　　館

学生１人当
り

納付金

第１年次

(８)

1,600千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（24）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」を

　　　　併せて提出してください。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２４年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

0㎡

（20,893〔3,964〕）

(５)

バイオサイエン
ス学部

開設年度

（1,414〔1,356〕）

（1,414〔1,356〕）

閲 覧 座 席 数面　　　　　積

（1,351〔1,351〕）

（　18,564　）

（　0　）

（　353　） （　18,564　）

（1,360〔1,360〕）

面　　　　　積

1,308.97㎡

収 納 可 能 冊 数

6,000.00㎡

0㎡ 0㎡
52,686.95㎡

(47,879.98㎡)

そ　の　他
22,061.91㎡

(2,867.00㎡）
22,061.91㎡

(2,867.00㎡）

(４) 専任教員研究室

合　　　計

実験実習室

種

（　　　 　　0㎡）

0㎡

0㎡

3室

共　　　用

演　習　室

（　　　　 　0㎡）

74,748.86㎡
（50,746.98㎡）

0㎡

30,978.00㎡ 0㎡

20,000千円

3,000千円 3,000千円

点

視聴覚資料

　　８
 　　７

（1,351〔1,351〕） （　18,564　）（　353　）

第３年次

40,000千円

体育館以外のスポーツ施設の概要

テニスコート２面

　－千円1,450千円 1,450千円

第４年次

1,450千円 　－千円

第６年次第５年次第２年次

開設前年度

共 同 研 究 費 等 6,000千円 6,000千円

500千円

20,000千円設備購入費

教員１人当り研究費等

区　　分

図書購入費

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

3,000千円

（　429　） （　18,564　）

完成年度

計

46,686.95㎡
（41,879.98㎡)

46,686.95㎡
（41,879.98㎡)

３　施設・設備の整備状況，経費

平成23年４月
専任講師１名を新規
採用のため（23）

0㎡ 30,978.00㎡

（　　18,068.3㎡）

区　　　　　分

0㎡ 0㎡

（注）・　届出時の計画を，届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている

新設学部等の名称 室　　　　　　数

冊

（1,428〔1,363〕）

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入等

区　　　　分

〔うち外国書〕 点

0㎡

　

（20,893〔3,964〕）

共用する他の
学校等の専用

7室
(３) 教　　室　　等

（　429　）

情報処理学習施設

4室

新設学部等
の名称

計
（1,360〔1,360〕）

（　0　）

校
　
　
地
　
　
等

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

6,000.00㎡

語学学習施設

（22,530〔4,242〕）

運動場用地

小　　　計
52,686.95㎡

(47,879.98㎡)

講　義　室

（22,530〔4,242〕）

(２) 校　　　　　舎

図
書
・
設
備

校 舎 敷 地

専　　　用

バイオサイエンス学部アニマルバイオサイエンス学科

1室

（1,428〔1,363〕）

点

（　　18,068.3㎡）

室

74,748.86㎡
（50,746.98㎡）
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

バイオサイエンス学部

バイオサイエンス学科 4 148 4 600 学士 1.26
平成15
年度

滋賀県長浜市田
村町1266番地

平成21年度より
入学定員を198人
→148人に変更

コンピュータバイオサ
イエンス学科

4 40 － 160 学士 1.21
平成21
年度

滋賀県長浜市田
村町1266番地

アニマルバイオサイエ
ンス学科

4 50 － 200 学士 1.23
平成21
年度

滋賀県長浜市田
村町1266番地

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。

４　既設大学等の状況

長浜バイオ大学

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の学部，

　　　　学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科（AC対象学部等を含む）について，大学，

　　　　短期大学又は専門学校ごとに，平成２４年５月１日現在の状況を記入してください。
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学長就任に伴い、
「動物管理学」「動物科学基
礎実験」「感染生物学」「動
物科学専門実験Ⅱ」「動物科
学専門実験Ⅳ」「動物科学演
習」科目担当変更（24）

｢動物科学演習」科目の担当追
加（23）

｢動物科学演習」科目の担当変
更（24）
「動物科学基礎実験」科目の
担当追加（24）
「動物科学応用実験Ⅰ」科目
の担当追加（24）

「動物科学演習」「感染生物
学」「動物科学専門実験Ⅳ」
科目の担当追加（23）

「動物科学演習」科目の担当
変更（24）
「動物管理学」科目の担当追
加（24）

氏名の「斎」を「齊」に変更
（21）

「動物管理学」「動物科学基
礎実験」「動物科学演習」
「動物科学専門実験Ⅱ」科目
の担当追加（24）

「動物管理学」「動物科学演
習」「ライフデザイン」「動
物科学基礎実験」科目の担当
追加（23）

「動物科学演習」科目の担当
変更（24）

氏名の「之」を「行」に変更
（21）

「動物管理学」科目の担当追
加（24）

「動物科学演習」「感染生物
学」科目の担当追加（23）

「動物科学演習」科目の担当
変更（24）
「動物管理学」「分子科学応
用実験Ⅰ」「分子科学応用実
験Ⅱ」「動物科学専門実験
Ⅳ」科目の担当追加（24）

専

発生工学
動物科学専門実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅲ
文献調査・講読
卒業研究
動物科学演習（※）
感染生物学（※）
動物管理学（※）
分子科学応用実験Ⅰ
分子科学応用実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅳ

講師
中村　肇伸
（３４）

平成23年４月

発生工学
動物科学専門実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅲ
文献調査・講読
卒業研究

准教授 河内　浩行

動物生理学
薬理学
動物科学応用実験Ⅰ
動物科学応用実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅱ
文献調査・講読
卒業研究
動物管理学（※）
動物科学演習（※）
ライフデザイン（※）
動物科学基礎実験

食品安全評価学
動物栄養学
自然科学基礎実験
分子科学基礎実験
動物科学専門実験Ⅱ
文献調査・講読
卒業研究
動物管理学（※）

専 講師
和田　修一
（３６）

平成21年４月

動物学概論（※）
発生生物学
動物系統分類学
自然科学基礎実験
遺伝子科学基礎実験
動物科学専門実験Ⅱ
野外調査実習
文献調査・講読
卒業研究

専
河内　浩之
（４１）

平成21年４月

食品安全評価学
動物栄養学
自然科学基礎実験
分子科学基礎実験
動物科学専門実験Ⅱ
文献調査・講読
卒業研究

専 教授
永井　信夫
（４４）

平成22年４月

動物生理学
薬理学
動物科学応用実験Ⅰ
動物科学応用実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅱ
文献調査・講読
卒業研究

齊藤　修

動物発生学
動物生殖学
分子科学応用実験Ⅰ
分子科学応用実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅲ
文献調査・講読
卒業研究
動物科学演習（※）
感染生物学（※）
動物科学専門実験Ⅳ
動物管理学（※）

動物遺伝子科学
神経科学
遺伝子科学応用実験Ⅰ
遺伝子科学応用実験Ⅱ
遺伝子科学専門実験
文献調査・講読
卒業研究
動物管理学
動物科学基礎実験
動物科学演習
動物科学専門実験Ⅱ

専 教授
斎藤　修
（４９）

平成22年４月

動物遺伝子科学
神経科学
遺伝子科学応用実験
Ⅰ
遺伝子科学応用実験
Ⅱ
遺伝子科学専門実験
文献調査・講読
卒業研究

動物管理学
動物科学基礎実験
生命倫理
病態生化学
感染生物学
動物科学専門実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅳ
動物科学演習
文献調査・講読
卒業研究

野村　慎太郎
（５４）

平成22年４月

動物発生学
動物生殖学
分子科学応用実験Ⅰ
分子科学応用実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅲ
文献調査・講読
卒業研究

専 教授

専 教授

の別　

動物学概論（※）
細胞科学基礎実験
組織学
動物病理学
動物科学応用実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅰ
動物行動管理学実習
文献調査・講読
卒業研究
動物科学演習（※）
動物科学基礎実験
（※）
動物科学応用実験Ⅰ

山本　章嗣
（５６）

平成21年４月

動物学概論（※）
細胞科学基礎実験
組織学
動物病理学
動物科学応用実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅰ
動物行動管理学実習
文献調査・講読
卒業研究

職名
氏　　名
（年　齢）

動物管理学
動物科学基礎実験
生命倫理
病態生化学
感染生物学
動物科学専門実験Ⅱ
動物科学専門実験Ⅳ
動物科学演習
文献調査・講読
卒業研究

届　出　時　の　計　画

就任予定年月

専 教授
三輪　正直
（６７）
（高）

平成21年４月

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

変　　更　　状　　況

担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　

専任・

５　教員組織の状況

＜バイオサイエンス学部　アニマルバイオサイエンス学科＞

（１） 担当教員表

備　　考
職名
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福田常彦定年退職（平成22年3月
31日）に伴う担当者変更〈22）

新規任用に伴い担当者変更（23）

氏名の「殖」を「植」に変更
（21）

「長浜バイオ大学魅力発見発
信プロジェクト」「長浜まち
づくり魅力発見発信プロジェ
クト」新規科目の担当追加
（23）

「論理的思考力開発Ⅰ」「論
理的思考力開発Ⅱ」新規科目
の担当追加（24）

「生命情報科学応用実習Ⅱ」
科目の担当追加（24）

「感染生物学」科目の担当追加
（23）

「感染生物学」科目の担当変更
（24）

「環境生態学」科目の担当変更に
伴う担当科目の変更（22）

太田伸二教授退職（24年3月31
日）に伴う科目担当変更（24）

新規任用に伴い担当者変更（22）
「環境保全学」科目の担当変更
（23）

「機器分析概論」担当者退職に伴
う科目担当者変更（24）

新規任用に伴い担当者変更（22）

「細胞科学基礎実験」科目の担当
変更に伴う担当科目の追加
（21）
「ライフデザイン」科目の担当追
加（23）

「化学Ⅰ（有機化学）」科目の担
当変更に伴う担当科目の追加
（22）
教授へ昇格､「化学Ⅰ（有機化
学）」科目の担当変更（23）

化学Ⅰ（有機化学）
生化学Ⅰ(生体成分化
学）

兼担 准教授
向井　秀仁
（４９）

長谷川　慎
（３９）

準教授
河合　靖
（４６）

平成23年４月
化学Ⅰ（有機化学）
生化学Ⅰ（生体成分
化学）

講師
中村　卓
（３８）

平成22年４月
生化学Ⅰ（生体成分
化学）

兼担 教授

兼担

平成22年４月
安全学(※)
酵素科学

教授 平成22年10月
化学Ⅰ（有機化学）
安全学(※)
酵素科学

兼担

平成22年４月 細胞生物学Ⅱ　　准教授
小宮　徹
（４１）

兼担 准教授
河合　靖
（４５）

細胞科学基礎実験
基礎生物学
生化学Ⅱ（代謝生化
学）
ライフデザイン（※）

基礎生物学
生化学Ⅱ（代謝生化
学）

准教授
高橋　健一
（４１）

平成21年４月

基礎物理学Ⅰ(力学)
化学Ⅱ（物理化学）
生命情報科学応用実
習Ⅰ
生命情報科学応用実
習Ⅱ

ゲノム創薬科学

兼担 准教授
岩本　昌子
（４６）

平成21年４月

兼担 教授
高畑　京也
（５７）

平成22年4月
細胞科学基礎実験
細胞科学応用実験Ⅰ
細胞科学応用実験Ⅱ

兼担 教授
水上　民夫
（５４）

平成23年４月

細胞科学応用実験Ⅱ
植月　太一
（５１）

平成22年10月

生命情報科学応用実
習Ⅱ

兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授
池村　淑道
（６８）
（高）

平成22年10月

山本　博章
（５７）

平成22年４月
環境生態学
環境保全学

安全学（※）
感染生物学（※）

機器分析概論兼担 教授
太田　伸二
（５０）

平成22年４月

教授

機器分析概論
環境生態学

生命情報科学応用実習
Ⅰ
生命情報科学応用実習
Ⅱ

兼担 教授
伊藤　正恵
（５１）

平成22年４月 安全学（※）

兼担
白井　剛
（４２）

平成22年４月
生命情報科学応用実
習Ⅰ

教授
西　義介
（５９）

平成22年４月

教授

タンパク質科学
バイオマテリアル産
業論

兼担 教授
松島　三兒
（５６）

平成21年10月

ライフデザイン
キャリア開発Ⅰ
キャリア開発Ⅱ
生物生産学概論
長浜バイオ大学魅力発
見発信プロジェクト
長浜まちづくり魅力発
見発信プロジェクト
論理的思考力開発Ⅰ
論理的思考力開発Ⅱ

兼担

兼担 教授
大島　淳
（５２）

平成21年４月

兼担

生化学Ⅰ（生体成分
化学）

兼担

兼担

基礎微生物学
遺伝子工学
インターンシップ実
習

兼担 講師

平成21年４月

平成22年４月

蔡　晃殖
（４８）

平成21年10月 細胞生物学Ⅰ 蔡　晃植

ライフデザイン
キャリア開発Ⅰ
キャリア開発Ⅱ
生物生産学概論

平成22年４月 化学Ⅰ（有機化学）

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

福田　常彦
（６４）
（高）

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

職名

の別　 の別　

兼任　 兼任　

兼担・ 兼担・
担当授業科目名

兼任 講師
山岡　寛史
（６４）

平成24年４月 機器分析学論
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早期就任が可能となったことで
「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」科目のクラ
ス充実に伴う担当科目の追加
（21）

立花千尋准教授退職（平成23年3
月31日）に伴う担当者の変更
（23）

新規任用に伴う担当者の変更
（24）

「環境保全学」科目の担当変更
（23）

「ライフデザイン」科目の担
当追加（24）

「生化学Ⅰ（生体成分化学）」科
目の担当変更に伴う担当科目の追
加（22）
准教授へ昇格、「生化学Ⅰ（生体
成分化学）」科目の担当変更
（23）

「生命情報科学応用実習Ⅱ」
科目の担当追加（24）

早期着任による就任年月の変更と
「基礎化学演習」科目のクラス充
実に伴う担当科目の追加
（21）

「ライフデザイン」科目の担当追
加（23）

早期着任による就任年月の変更と
「基礎化学演習」科目のクラス充
実に伴う担当科目の追加
（21）

「ライフデザイン」科目の担当追
加（23）

「生化学Ⅰ（生体成分化学）」科
目の担当変更に伴う担当科目の追
加（22）
「生化学Ⅰ（生体成分化学）」科
目の担当変更、「ライフデザイ
ン」科目の担当追加（23）

新規任用に伴い担当者を追加
（23）

担当者変更
（24）

担当者変更
（21）

担当者変更
（24）

担当者変更
（22）

担当者変更（23）

担当者変更（24）

担当者変更（23）

退職（24）

新規任用に伴う担当者の変更
（24）

新規任用に伴う担当者の変更
（24）

西郷甲矢人
（２８）

平成23年４月兼担

兼担 准教授

兼担 准教授

届　出　時　の　計　画

立花　千尋
（５６）

平成23年４月

英語Ⅰ
英語Ⅱ
科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

三木訓子
（５１）英語Ⅰ

英語Ⅱ
科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

兼任

兼任 講師

健康保健学

平成23年4月
英語Ⅰ
英語Ⅱ

平成22年４月

平成23年4月

講師
南　和広
（３８）

兼任 講師
岡本　進
（６５）

平成21年４月 健康保健学 兼任

兼任 講師 講師
炭谷　将史
（３８）

田積　徹
（４０）

平成21年４月 心理学 兼任

平成21年４月
日本文化論
歴史学

平成24年4月 心理学

兼任 講師
雀部　晶
（５９）

平成21年４月 科学技術史

教授
水本　邦彦
（６３）

兼任 講師
佐藤　宗諄
（７０）

平成21年４月
日本文化論
歴史学

兼担

講師
杉本　俊介
（３０）

生理活性物質概論
ライフデザイン（※）
生化学Ⅰ（生体成分化
学）

数学Ⅰ（基礎数学）
数学Ⅱ（解析学）
数学Ⅲ（線形代数学）

平成21年４月 哲学

講師

兼任 講師
山本　圭一郎
（３６）

平成21年４月 哲学 兼任

兼担 講師

平成21年４月
基礎化学演習
糖質生物学
細胞科学応用実験Ⅱ

中村　卓
（３７）

平成24年４月 生理活性物質概論

生体分子応答学
ライフデザイン（※）

兼担 講師
池内　俊貴
（４１）

平成23年４月 生体分子応答学

基礎統計学
生命情報科学応用実習
Ⅰ
生命情報科学応用実習
Ⅱ
ライフデザイン（※）

兼担 講師
亀村　和生
（４０）

平成22年10月
糖質生物学
細胞科学応用実験Ⅱ

兼担 講師

基礎物理学Ⅰ(力学)
基礎物理学Ⅱ(電磁気
学)
生命情報科学応用実習
Ⅰ
生命情報科学応用実習
Ⅱ

塩生　真史
（３４）

平成22年４月

基礎統計学
生命情報科学応用実
習Ⅰ
生命情報科学応用実
習Ⅱ

平成21年４月
基礎化学演習
細胞科学応用実験Ⅰ

兼担 講師
奈良　篤樹
（３６）

平成22年４月 細胞科学応用実験Ⅰ

准教授 平成22年10月

生化学Ⅰ（生体成分
化学）
基礎化学演習
生体高分子解析学

兼担 講師
依田　隆夫
（３６）

平成21年４月

基礎物理学Ⅰ(力学)
基礎物理学Ⅱ(電磁気
学)
生命情報科学応用実
習Ⅰ

兼担 講師
長谷川　慎
（３８）

平成21年４月
基礎化学演習
生体高分子解析学

兼担 講師
今村　綾
（３６）

平成21年４月

兼担 准教授

英語Ⅲ
英語Ⅳ

応用微生物学
環境保全学

基礎化学演習

応用微生物学
環境保全学

基礎化学演習
ライフデザイン（※）

大島　一彦
（４２）

平成22年10月

ゲノム解析学
進化生物学
生命情報科学応用実
習Ⅱ

向　由起夫
（４４）

平成23年４月

講師
大加茂　巧
（５７）

兼任 平成23年４月

就任予定年月 担当授業科目名

英語Ⅰ
英語Ⅱ
英語Ⅲ
英語Ⅳ

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

変　　更　　状　　況

英語Ⅲ
英語Ⅳ

平成21年４月

兼任 講師
川野　一郎
（４７）

平成21年４月

兼担

講師
岸本映子
（６０）

兼担 講師
能勢　規子
（５３）

平成24年4月
英語Ⅰ
英語Ⅱ

准教授
麻生　一枝
（５８）

平成23年10月

英語Ⅰ
英語Ⅱ
科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

兼担 准教授
麻生　一枝
（５８）

平成23年10月
英語Ⅲ
英語Ⅳ
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担当科目変更（23）

科学英語のクラス増設に伴う担当
者の追加（22）

担当科目の追加（23）

担当科目の追加（24）

科目名称の変更（23）

受講環境の充実のためクラス増設
に伴う担当者の追加
（21）

「数学Ⅱ（解析学）」「基礎物理
学Ⅰ（力学）」クラス複数設置に
伴う担当科目の追加（23）

身分変更（24）

担当者の変更（23）

受講環境の充実のためクラス増設
に伴う担当者の追加
（22）

兼任 講師
吉川　英治
（４３）

平成22年10月

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ

経済学

Carl Boland
（４０）

平成23年４月兼任

兼任 講師
Mark Weisner
（４８）

平成22年４月

兼任 講師
Karl Hedberg
（４１）

平成22年４月
英会話Ⅰ
英会話Ⅱ

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ

講師

兼任 講師
Peter Mauser
（４０）

平成22年４月
英会話Ⅰ
英会話Ⅱ

兼任 講師
野部　博子
（６３）

平成22年４月 文学

兼任 講師
京樂　真帆子
（４６）

平成22年４月 日本の歴史と文化

兼任 講師
橋本　圭二
（７１）

平成21年10月 化学Ⅲ（無機・分析化学）

兼任 講師
中山　順子
（５８）

平成21年10月 プレゼンテーション技法

兼任 講師
宇佐美　照夫
（６０）

平成21年10月 情報社会

酒井　久満
（６４）

平成24年４月
数学Ⅰ（数学基礎）
数学Ⅱ（解析学）
基礎物理学Ⅰ（力学）

兼任 講師
岸本　正司
（６３）

平成21年10月 法学（日本国憲法）

兼任 講師
酒井　久満
（６１）

平成21年４月 数学Ⅰ（数学基礎） 兼担 講師

畠山　茂昭
（５８）

平成21年４月

コンピュータ実習（情
報科学演習）Ⅰ
コンピュータ実習（情
報科学演習）Ⅱ

兼任 講師
笹尾　一郎
（３９）

平成21年４月

数学Ⅰ（数学基礎）
数学Ⅱ（解析学）
数学Ⅲ（線形代数
学）

兼任 講師

兼任 講師
杉本　英昭
（３６）

平成21年４月

コンピュータ実習
（情報科学演習）Ⅰ
コンピュータ実習
（情報科学演習）Ⅱ

兼任 講師
三輪　幸一
（５６）

平成21年４月

コンピュータ実習
（情報科学演習）Ⅰ
コンピュータ実習
（情報科学演習）Ⅱ

日本語Ⅰ
日本語Ⅱ

兼任 講師
江口　幸子
（４４）

平成21年４月 文章表現

兼任 講師
八木　かず子
（５６）

平成21年４月
日本語会話Ⅰ
日本語会話Ⅱ

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

の別　 の別　

届　出　時　の　計　画

兼担・

英語Ⅰ
英語Ⅱ
科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

講師
田中　眞
（５０）

担当授業科目名職名

平成22年４月

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ
英語Ⅲ
英語Ⅳ
英語Ⅰ
英語Ⅱ

松本　慶子
（５６）

専任・

英語Ⅰ
英語Ⅱ
科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

平成21年４月

就任予定年月

変　　更　　状　　況

兼任 講師

兼任

兼任　

氏　　名
（年　齢）兼任　

兼担・
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平成21年10月担当者変更〈22〉

担当者変更（24）

担当者変更（23）

科目担当の変更（24）

結婚による姓の変更（24）

担当者変更〈23〉

（注）・届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「認可時の計画」には当該学部の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２４年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目記載する必要はありません。

（２） 専任教員数

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２４年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

講師 仲山　美紗子

公衆衛生学

食品機能科学 兼任

医学生物学（※）

錦澤　滋雄
（３５）

平成22年10月

兼任 講師
草野　文嗣
（７２）

平成24年４月

平成23年10月 食品機能科学講師
武冨　滋久
（６４）

兼任 講師
金丸　恒雄
（６８）

平成23年10月

兼任 講師
別所　美紗子
（２８）

平成23年４月 医学生物学（※） 兼任

兼任 講師
石垣　宏仁
（３４）

平成23年４月 医学生物学（※）

医学生物学（※）

平成24年4月 医学生物学（※）

兼任 講師
小笠原　一誠
（５４）

平成23年４月

兼任 講師
伊藤　靖
（４４）

平成23年４月

講師
三田　俊雄
（６８）

平成23年４月 現代の政治と社会

平成23年４月

英語Ⅲ
英語Ⅳ
科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

兼任 講師
三田　俊雄
（６８）

平成23年４月
英語Ⅲ
英語Ⅳ

兼任

兼任

講師
土屋　正春
（６６）

平成21年10月 環境影響評価論（※）環境影響評価論（※） 兼任

環境影響評価論（※）講師
野間　直彦
（４３）

平成22年10月

兼任 講師

兼任

担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

認　可　時　の　計　画

兼任 講師

1 5 1 0

教　授

8

准教授

宗野　隆俊
（３９）

平成23年４月

助　手 助　手計

講師
大村　華子
（３０）

平成24年4月

教　授 准教授 講　師 助　教
備　　　　　考

講　師

3

［　0　］ ［　0　］

2 0 815

（　2　） （　1　） （　1　） （　0　） ［　2　］（　 4 　）

計

2

［　0　］ ［　0　］ ［　0　］

変　　更　　状　　況

講師
玉井　亮子
（３５）

（　1　）

現代の政治と社会現代の政治と社会 兼任

助　教
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

　　　　

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

（注）・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

該当なし

３

２

１

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（２４年２月）

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

６　留意事項に対する履行状況等

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば添付して

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記入して

（注）・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　　ください。

　　　　ください。
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認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

７　その他全般的事項

＜バイオサイエンス学部　アニマルバイオサイエンス学科＞

（１） 設置計画変更事項等

アニマルバイオサイエンス学科が「食品衛生管理者養成施
設および食品衛生監視員養成施設」としての登録を受ける
べく、平成20年11月20日付で近畿厚生局に申請を行い、平
成21年３月17日付で養成施設（アニマルバイオサイエンス
学科食品衛生課程）として登録された。
　その結果、アニマルバイオサイエンス学科では、所定の
単位を修得することで、卒業時に「食品衛生管理者」およ
び「食品衛生監視員」の資格取得が可能となった。

アニマルバイオサイエンス学科が「動物実験１級技術者資
格認定試験の大学認定」を受けるべく、平成23年7月20日付
で社団法人日本実験動物協会に申請を行い、平成23年10月5
日付で適当と認定された。
その結果、本来なら１級技術者試験の受験資格は「２年以
上の大学生物系課程を修めて卒業した者で、その後１年以
上の実務経験を有する者。」となっているところを、本学
科在学中に１級試験の受験が可能となった。

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　ａ　委員会の設置状況

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

Ⅸ．取得資格
　アニマルバイオサイエンス学科においては、厚生労働大
臣への養成課程登録申請を行った上で、食品衛生法に基づ
く「食品衛生管理者」および「食品衛生監視員」の資格を
取得できるようにする。
　これらの資格は養成施設としての登録を厚生労働大臣に
申請して認められることが必要であるが、資格取得のため
に必要となる履修科目は、本学科に設置する科目を充てる
ことで可能であり、追加科目を履修する必要はない。

①　実施体制

　　　・　認可申請書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

長浜バイオ大学ファカルティー・ディベロップメント委員会規程
（2006年5月16日　規程第68号）
（設置目的）
第１条　長浜バイオ大学（以下「本学」という。）は、教育・研究の質的向上を図るためにファカルティー・ディベ
ロップメント（以下「ＦＤ」という。）委員会を設置する。
（ＦＤの対象）
第２条　本学が対象とするＦＤは各号に定められた範囲とする。
(1) 本学の専任教員(助手を含む)の活動によるもの。
(2) 本学が雇用する教育・研究の補助職員（実験・実習助手）の活動によるもの。
(3) 本学の専任職員（嘱託職員および契約職員を含む。）の活動によるもの。
(4) 委員会が認めた非常勤講師の活動によるもの。
(5) 委員会が認めたＴＡ，ＳＡ，ＲＡなどの学生・院生の活動によるもの。
(6) その他、学長が特に認めたもの。
（委員会）
第３条　委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。
(1) 学長
(2) 学部長（研究科長）
(3) 教務部長
(4) 事務局長
(5) 学長が個別に委嘱する者　若干名
(6) 教務課長およびＦＤ担当者
（委員長）
第４条　委員会に委員長を置き、学長が兼任する。
２　委員長は、委員会を招集し、その議長となる。
３　委員長に事故があるときは、第３条の３号の委員がその職務を代行する。
（任　務）
第５条　委員会は、教育・研究の能力向上、その他教育改善を図るため、次に掲げる事項を審議し、ＦＤを推進する。
(1) ＦＤ推進ための企画および実施に関すること。
(2) ＦＤに関する記録および報告書等の作成に関すること。
(3) 大学が取り組む教育改善に関する講演会、シンポジューム等の支援に関する事項。
(4) 教育・研究などに関する調査やアンケートの企画および分析に関する支援事項。
(5) その他ＦＤに関して委員会が必要と認めた事項
（会　議）
第６条　委員会は、委員の過半数をもって成立し、議事は、出席委員の過半数をもって決定する。賛否同数の場合は、
議長の決するところによる。
２　委員会が必要と認めたときは、委員以外の者を出席させ意見を聞くことが出来る。
（事　務）
第７条　委員会の事務は、関連部課の協力を得て教務課が担当する。
（その他）
第８条　この規程に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、別に定める。
（改　廃）
第９条　この規程の改廃は、委員会の議を経て、学長が行う。
　付　則
　この規程は、2006年5月16日から施行され、2009年6月3日に改正・施行する。但し、2009年4月1日から適用する。（第
３条追加・改正）
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　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

（１）すべての講義、実験実習を公開し各教員が希望する授業を参観する。参観後、気づいた点について教員間で意見
　　　交流し、講義、実験実習の質の向上を図る。学内ホームページに教員用掲示板を作成し、教員のコメントを掲載
　　　して自由に閲覧できるようにする。

（４）他大学等のＦＤの取り組みの中で、本学の教学改善に参考とすべきものについては外部講師を招聘し、講演会形
　　　式による学部ならびに大学院ＦＤ研修会を開催する機会を設け、講演内容をＦＤ委員会ならびに教学関連委員会
　　　において議論し、次年度以降の教学改善に繋げる方策を取っている。

（３）関西地区ＦＤ連絡協議会に加盟して、他大学等のＦＤ関連セミナーの開催情報の提供を受け、全教職員の参加促
　　　進を図っている。参加者にはセミナー報告書と参加時の資料の提出を義務付け、報告書と資料を本学図書情報セ
　　　ンターの閲覧コーナーに展示し、教職員の閲覧に供している。

（５）研修会の内容等を参加教員だけでなく全教員が共有するために、研修会報告・感想、研修内容の活用例等を学内
　　　ＷＥＢ上に公開する。

（１）教員への授業公開の実施
（２）学生への授業アンケートの実施とアンケート結果の公開
（３）他大学・他機関で開催されるＦＤ関連セミナーへの参加
（４）学内での学部ＦＤ研修会の開催
（５）ＦＤ関連情報の共有化への取組み
（６）ＦＤ関連図書の購入

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

（４）海外ＦＤ研修会の参加　海外ＦＤ研修プログラムに1名参加
　　　　　平成２３年１０月１７日～２８日　カリフォルニア大学デービス校
　　　　　研修内容についての報告会を平成２４年３月１４日に開催し、他の教員との情報共有を行った。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

②　実施状況

　ａ　実施内容

（１）規程制定・改定に関する事項
（２）ＦＤ関連予算及び決算に関する事項
（３）学部部会、大学院部会におけるＦＤ活動についての評価と助言

（１）授業公開の実施…前期･後期セメスターで実施。参観があったのは１４科目、のべ１６名がコメントを学内ホーム
　　　ページ掲示板に掲載した。

　本学におけるＦＤ委員会の開催については、年度初（５月下旬～６月上旬）の開催を原則としている。主な審議事項
としては、前年度決算報告と当年度予算審議、当年度ＦＤ取組方針審議と学部・大学院部会における前年度活動総括、
および当該年度活動予定の審議である。本委員会の下に学部ＦＤ小委員会、大学院ＦＤ小委員会を置き、本委員会での
活動方針と予算の承認を経て、学部・大学院ごとに各々のＦＤ活動を展開している。
　本委員会の委員構成としては、学長を委員長として、教員側は学部長、研究科長、教務部長、学部部会長及び大学院
部会長が委員として参加している。また、事務局側からは事務局長、教務課長および教務課ＦＤ担当職員も委員として
参加し、ＦＤの場におけるＳＤの在り方をも同時に図るようにしている。

　ｂ　実施方法

（２）すべての科目・クラスにおいて学生への授業アンケートを実施する。講義科目は各セメスターの中間に、
　　　実験実習科目は各科目の最終回に実施し、その結果について当該科目担当教員へフィードバックを行う。
　　　教員はアンケート結果を考慮したした学生へのメッセージを発信し、受講学生との相互理解を図ることとする。
　　　アンケート結果と教員のメッセージは学内ホームページ上で公開する。

（２）授業アンケートの実施と公開…前期・後期セメスターで、すべての科目において授業アンケートを実施し学内
　　　ホームページに公開した。教員からコメントがあったのは５６科目であった。
　　　授業アンケートの内容と公開方法については、ＦＤ委員会が各学科、コースごとに教員の意見を集約し決定し
た。

　　平成２３年度はすべての講義、実験実習の授業公開と授業アンケート結果の公開をあらたに実施した。授業参観は
　教員が参観する科目を選択することで、担当科目の講義を行ううえで有意義なものとなり、参観した感想、気付いた
　点などを掲示板に公開することによって教員間での意見交流を図ることができた。あわせて授業アンケートに集約さ
　れた学生の意見とそれに対する教員からのフィードバックを公開することにより、教員のＦＤを推進し、講義、実験
　実習の資質向上に向けた取組みとなった。

（３）ＦＤ研修会の開催
　　　研修会１･･･「動物科学専門実験Ⅱ　実習指導と講義」平成２３年１１月４日
　　　　　　　　　　　（川崎医科大学講師　西松伸一郎先生、教員・学生６０名参加）
　　　研修会２･･･「大学教育と協同学習」平成２４年３月１４日
　　　　　　　　　　　（創価大学教育学部教授関田一彦先生　教職員３０名参加）

（６）本学のＦＤ活動に役立つと思われる書籍をＦＤ委員メンバーで持ち寄り、その中から選定を行う。また、図書館
　　　にＦＤ関連図書のコーナーを設置し多くの教職員が閲覧できるようにする。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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     ・「自己点検・評価報告書」を刊行し、関係企業、関係諸機関及び希望者に配布。

     ・ 大学ホームページ上に公開（平成２３年４月）

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成２３年１０月　１日　　）

（４）自己点検・評価
　本学は、学部完成年次までの自己点検・評価報告書を平成１９年度に纏めた。また、平成２１年度に各取組について
のＰＤＣＡサイクルを関係各委員会検証の上、第２次となる自己点検・評価報告書を纏め、平成２２年度に大学基準協
会に申請し、認証評価適合の評価を受けた。
　ただし、この度纏めた自己点検・評価報告書は、平成２１年度設置の新学科については一部の点検・評価に留まるた
め、新学科の完成年次経過後の平成25年度に自己点検・評価を行う予定としている。

（５）教員の資質の維持向上の方策
　ＦＤについては、学生による「授業アンケート」（前期・後期各セメスター各１回実施）の実施とその分析を基にし
た授業改善に加え、平成18年度に設置したＦＤ委員会の下に学部ＦＤを推進するための部会を設置し、講義及び実験・
実習の授業改善に繋げるための各種取組を組織的に実施している。平成２１年度からは授業アンケートで学生評価の高
かった教員の授業を参観する、意見交換を行う等の取り組みも進めている。
　新学科におけるＦＤについても、新学科がこれまでのバイオサイエンス学科で展開してきた教育・研究に立脚した設
置趣旨を有していることもあり、学部全体のＦＤ活動の中に組み入れる形で組織的に実施し、各学科が有機的に相互作
用して授業改善を図るためのシステムを構築していく。

（４） 情報公表に関する事項

（注）・　届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　いて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　ａ　公表（予定）時期

    ・ 開学から平成２１年度に至る「自己点検・評価報告書」を作成し、平成２２年度に評価機関（大学基準協会）
　　　の認証評価を受けた。平成２５年度に中間報告書を作成し、平成２６年度に大学基準協会へ提出する予定。

（１）学生募集状況
　本学科は、平成２１年度に初の入学試験を実施し、入学定員５０名に対して３５６名の志願者を得た。そのうち、本
学科への入学者は５８名であった。また、平成２２年度は志願者４２３名、入学者５９名、平成２３年度は志願者５５
３名、入学者７０名、平成２４年度は志願者６９２名、入学者５９名と毎年志願者が増加している。この結果は、本学
科が近畿圏・東海圏では見られない学科系統であることに加えて、既設のバイオサイエンス学科と同様の多様な入試方
法を採用したことによるものと考えられる。次年度以降も、様々な方法で本学科独自の特徴的かつ幅の広い教学内容を
軸に、広域的に本学科の教学理念の周知を図っていく。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　アニマルバイオサイエンス学科は、本学設立の理念・目的に立脚し、これまで本学で展開してきた遺伝子・分子・細
胞レベルの要素的なバイオサイエンスの知識を基盤とし、個体レベルの生命現象の究明と動物個体の生命科学の教育・
研究を通じ、医療・食の安全・安心をも視野に入れた統合バイオ個体学を展開できる人材を養成することを目的とし
て、平成２１年４月１日に設置した。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

      ・ 平成２３年４月……開学から平成２１年度に至る自己点検・評価を公表。

（３）教育課程とカリキュラム編成
　教育課程の考え方、カリキュラム編成や科目設置は、平成２１年度～２３年度においては届出申請書にて提出した内
容通りに履行できている。また、平成２１年３月１７日に食品衛生管理者・食品衛生監視員の養成施設として登録さ
れ、近畿厚生局に申請通りのカリキュラム編成ならびに科目設置およびその運営を履行できている。今年度以降におい
ても、届出申請書の計画に記述した編成を遵守していく。
　一方、平成２１年度には教育効果を考慮すべき科目については、届出申請書にて本学が示した「授業方法に応じた学
生数」での教育環境を確保するため、クラス編成の充実で生じる授業担当科目の変更、他学科に所属する教員の早期就
任に伴う教育指導の充実および授業担当科目の変更を行った。なお、この変更については、２１年度履行状況報告書に
おいて反映させている。
　なお、開学以降懸案事項であったアドミッション、カリキュラム、ディプロマの３つのポリシーを平成２３年度に確
立し、学部、学科の目標を明確にした。これをベースに入学する学生の状況を踏まえた上でアニマルバイオサイエンス
学科のカリキュラムをより体系的に再編する作業を始めている。

（２）教員組織
　本学科の専任教員は、平成２１年度、および２２年度・２３年度において届出申請書にて提出した内容通りに配置さ
れている。但し、本学科所属の教授が学長に就任したため、設置計画通りの科目担当が困難になった。そこで平成24年
度に専任教員の募集を行い、平成25年4月任用予定をしている。

②　自己点検・評価報告書

　ｂ　公表方法

　　　　含めて記入してください。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

      ・ 平成２３年１０月…大学基準協会による認証評価を公表
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